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国
会
で
大
揺
れ
に
揺
れ
、
批
判
も
高
い
「
定
額
給
付
金
」。
振
り
回
さ
れ
る
市
の
事
務
量
も
膨
大
に
。 

既
に
支
給
さ
れ
た
自
治
体
の
報
道
を
見
て
、「
浦
安
で
は
い
つ
支
給
さ
れ
る
の
？
」「
現
金
が
配
ら
れ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
地
域
内
通
貨
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
」
な
ど
、
多
く
の
ご
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
対
象
児
童
が
限
定
さ
れ
、
不
合
理
・
不
公
平
と
の
声
が
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
に
つ
い
て

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
月
議
会
の
質
疑
等
で
明
ら
か
に
な
っ
た
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。 
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国
会
で
の
第
二
次
補
正
予
算

成
立
を
受
け
、
総
額
２
５
億
４
０

７
２
万
円
が
国
庫
補
助
金
と
し

て
入
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は 

①
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補

助
金
→
２
４
億
３
５
５
０
万
円 

②
定
額
給
付
金
給
付
事
務
費
補

助
金
→
９
３
１
２
万
８
千
円 

③
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付

金
→
１
億
８
０
万
円 

④
子
育
て
応
援
特
別
手
当
事
務

費
交
付
金
→
４
４
２
万
円 

 
 

   
 

市
民
経
済
部
次
長
以
下
７
名

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
対

応
し
、
今
後
、
派
遣
職
員
な
ど
も

補
充
す
る
予
定
で
、
迷
走
す
る
麻

生
政
権
に
振
り
回
さ
れ
る
自
治

体
の
実
態
も
大
変
で
す
。 

 

４
月
下
旬
か
ら
対
象
者
に
申 

記
入
し
た
申
請
書
持
参
の
上
、
市

役
所
に
出
向
い
て
現
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

    

子
育
て
応
援
手
当
は
、
３
歳
か

ら
５
歳
の
第
二
子
以
降
に
当
た

る
子
ど
も
だ
け
が
対
象
で
す
。
広

報
で
の
お
知
ら
せ
と
対
象
世
帯

に
申
請
書
を
送
付
し
、
４
月
中
旬

に
は
振
込
み
を
す
る
予
定
で
す
。 

    

ホ
ー
ム
レ
ス
や
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
へ
の
支
給
方
法
も
大
き

な
問
題
で
す
。
２
月
１
日
現
在
で

の
住
民
基
本
台
帳
登
録
（
自
治
体

は
問
わ
な
い
）
が
必
須
で
あ
る
と

す
る
現
在
の
市
の
対
応
で
は
、
受

け
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
出

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、
き
め
細
か
で
柔
軟
な
対
応

を
求
め
ま
し
た
。 

請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
平
成

２１
年
２
月
１
日
時
点
で
浦
安
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
で
、
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

    

２
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
転
入
前
の
市
町
村
か
ら

通
知
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。 

 

逆
に
２
月
１
日
以
降
に
転
出

さ
れ
た
方
に
は
転
出
先
の
市
町

村
で
は
な
く
、
浦
安
市
か
ら
通
知

が
届
き
ま
す
。 

    

世
帯
単
位
で
の
郵
送
と
な
る

の
で
、
用
紙
に
世
帯
全
員
の
氏
名

が
記
載
さ
れ
、
そ
の
横
に
受
け
取

る
か
、
返
納
す
る
か
を
選
択
で
き

る
記
載
欄
が
設
け
ら
れ
ま
す
。 

銀
行
口
座
振
込
み
が
原
則
と

な
る
た
め
、
口
座
の
な
い
方
は
、 

 



 総額２兆円、一過性のバ

ラマキでたった一度一人あ

たり１万２千円又は２万円受け取れるだけ

で、その後に待っているのは消費税の増税。

税金投入するのなら、真っ先に雇用の確保

や社会保障・福祉・医療の充実にあてるべ

きです。 

 各世論調査でも「毎日新聞」（２月２３日

付）では、「評価しない」が 73％、「評価

する」の 20％の４倍近くに達しています。

定額給付金が公金を使った選挙対策、党利

党略であると国民が見抜いているからです。 

 

 

 二転三転した定額給付金をめぐる政府の

対応が、現場の自治体には大変な負担とな

っています。ただでさえ忙しい年度末から

年度初めにかけて、膨大な事務作業と費用

が発生します。本来の仕事を脇においてプ

ロジェクトチームなどが作業することに。 

 郵送にかかる経費のほか、銀行振り込み

手数料、パソコンのリース代や派遣職員の

人件費などで、事務費は浦安の場合、定額

給付金と子育て応援特別手当をあわせて約

１億円も！国が出すといっても、もともと

は国民の税金であり、「事務費に 1 億円も

かかるなんて！」との怒りの声も。 

 定額給付金をめぐる問題であまり知られ

ていないのが「国民総背番号制」の危険性

です。1 月 19 日の参議院予算委員会で民

主党議員が「個人の所得把握ができず、日

本の社会保障は穴だらけ」と批判したのを

受け、自民党はただちにプロジェクトチー

ムを立ち上げ検討を開始。国民総背番号制

を二大政党が揃って政策課題の焦点に押し

上げていることは重大です。 

 

 

 子育て世帯への経済的支援が緊急に求め

られているのは当然です。しかし問題なの

は、対象が平成 20 年 3 月末時点で 3 歳か

ら5歳の第二子以降に限られていることで

す。例えば４歳、２歳、ゼロ歳の 3 人の子

どもを育てている家庭には全く当てはまり

ません。必要な人に届かず、不公平、不合

理な制度となっています。 

 

 日本共産党は国会で第二次補正予算にも、

財政投融資特別会計の積立金や剰余金を

「定額給付金」の財源にあてるという財源

特例法にも、「生活支援というなら、職を失

った失業者や低所得者、年金生活者などの

支援に集中してまわすべきだ」として反対

しました。 

 しかし3月定例会での補正予算には以下

の理由から賛成しました。 

 国会で予算と関連法案が成立すると、国

民一人一人に給付金を受け取る権利が生じ

ます。その権利を行使するかどうかは、国

民一人一人の意思に委ねられるべきもので、

地方自治体がその選択権を奪うべきではあ

りません。国会で補正予算が成立したから

といって、日本共産党の定額給付金につい

ての評価は変わりませんが、住民の権利を

奪わず、現場の支給を妨げない見地から地

方議会では賛成しました。 

いつか来た道 


